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Jaguar XKR-Sプレスインフォメーション
概要
1. 最高時速300キロ。ジャガー史上最強かつ最速の量産型スポーツカー。
2. ジャガーのスポーツカー戦略上の究極の１台でありながら、日常の走りにも配慮したインテリジェントな性能。
3. 最高出力550PS、最大トルク680Nmを発生する、改良版AJ-V8 Gen III R直噴スーパーチャージドエンジン。
4. 最高速度は186mph（300kph）にアップ。0-60mph（96kph）はわずか4.2秒。
5. このクラスで唯一の、CO2排出量300g/km以下を実現。
6. レーシングカーのサウンドを改良したアクティブスポーツエグゾースト。
7. XKの軽量かつ高剛性の先進アルミニウムボディ構造を活かし、性能と俊敏性、そして経済性の最大化を実現。
8. 究極の精度、操作性、そしてドライバーへのアピールを実現する、ビスポーク（特注の）前後サスペンション
9. 揚力の低減と空力安定性を増大させるために、数値流体力学(CFD)をフルに駆使しスタイリングを修正。
10. インテリアを改訂し、カーボンファイバー調の本革張りのメモリー機能付き16ウェイ調整式スポーツシートを採用。
11. アダプティブダイナミクスを再プログラミングしたことにより、走りを追求するドライバーはハンドリング性能の限界を探ることが可能。
12. このパフォーマンス・フラッグシップモデルは、ジャガーにとって新たな領域であるサブエキゾチックセグメントで展開。
イントロダクション
2011年のジュネーブモーターショーでデビューを飾る「XKR-S」は、美しく速いクルマづくりに対するジャガーの情熱を最も強く反映したモデルです。搭載された5リッターAJ-V8スーパーチャージドエンジンの余裕ある性能のおかげで、ジャガーの量産車で初めて「時速300kmクラブ」の仲間入りを果たしました。燃料供給マップを見直したことにより、XKR-Sの直噴式エンジンは実に550PSのパワーと680Nmのトルクを生み出します。徹底した再キャリブレーションによりシームレスな出力と性能が約束され、0-60mph（96kph）4.2秒という加速性能を実現。モータースポーツからヒントを得たドラマチックなサウンドを発生する“パフォーマンス”アクティブエグゾーストシステムが、走りを追求するドライバーに自信と感動を与えます。
XKR-Sは、ジャガー史上最も速い車であるだけでなく、ドライバーを主眼に置き、最も俊敏かつレスポンスに優れたクルマでもあります。XKシリーズの頂点に立つXKR-Sは、スーパーチャージドエンジンを搭載したXKRで集めたデータを徹底的にフィードバックすることで、XKRの性能パラメーターをさらに拡大しました。また、これまでのモデルよりもシャープで妥協のないキャラクターになったため、走りを追求するドライバーが、ジャガーの定評ある洗練性と使い勝手の良さをまったく損なうことなく、動力性能の限界を探求することが可能になりました。完成度の高い軽量アルミニウムプラットフォーム構造のおかげで、専用コンポーネントを用いてサスペンションを再開発することが可能になりました。その結果、洗練性やジャガーの伝統でもある乗り心地を何ら犠牲にすることなく剛性の向上が実現しています。アルミニウム製フロントサスペンションナックルを再開発しリアジオメトリを改訂したことで、スプリングとダンバーがより剛性を増し、鍛造アルミホイールが軽量化、ステアリング入力が再キャリブレーションされました。その結果、レスポンスの遅れを最大限減少させ、一体感のある俊敏なドライビング体験を提供します。
インテリアだけでなくエクステリアにもXKR-Sの性能が反映されています。ジャガーの誇る輝かしいレースの伝統を彷彿とさせる、XKR-Sだけの新しいボディカラーが誕生しました。モータースポーツの世界で大活躍したジャガーと同様に、XKR-Sのエクステリアも「機能を追い求めたフォルム」という原則に徹底的にこだわっています。オーバー300kphを達成すべく、広範囲にわたり数値流体力学(CFD)を駆使し、スタイリングも変更されました。その結果、前後揚力の25％以上の低減と、側方空力安定性の最適化が実現しました。
ハードなコーナリングの最中でもドライバーと乗員の体をしっかりとホールドする、貼り出し形状のショルダーウィングがひと際目を引く、新しい“パフォーマンス”シートの効果もあり、ドライバーはキャビンに入った瞬間、XKR-Sの性能を明確に感じ取ることができます。シートは16ウェイ調整機能、メモリー機能、ヒーター機能などを備えています。また、新型3本スポーク・ステアリングホイールは、車とドライバーの間で完璧なインターフェースの役割を果たします。
スタイリング
· ツインエンジンルーム、サイドインテーク、カーボンファイバー製スプリッターを備えた、独特の新しいフロントエンドデザイン

· 長く延びたサイドシルが、これまでよりも10mm低くなった車高を強調
· カーボンファイバー製ディフューザーを組み込んだ新しいリアボディワーク

· XKR-Sならではのカーボンファイバー製センターセクション付きリアウィング
ジャガーカーズのデザインディレクター、イアン・カラムは次のように述べています。「この車のスタイリングはイメージから生まれたのではなく、あくまでも性能を主眼に置いて開発されたものです。ジャガーを象徴するこれまでのモデルたちと同様に、XKR-Sのスタイリングも純粋にジオメトリーと空力性能によって決められました。時速300kmを達成するための物理的な条件が、XKR-Sの“美”をもたらしたのです。この車の外見に惹かれない人は、この車の走りもお気に召さないでしょう」
デザインディレター、イアン・カラムがまったく白紙の状態から設計した最初の車がジャガーXKでした。その優雅なスタイリングにより、XKは世界中で数々の賞を獲得しました。そして今回、スタリングはさらなる変化を遂げ、XKR-Sは近代スポーツカーデザインの最先端に押し上げられました。スリムになったLEDヘッドライト、コンパクト化したメインエアインテイク、垂直サイドパワーベントなどにより、フロントエンドはさらに意図を持った外見になっています。リア部分では、有名な「リーピングジャガー」のバッジがテールゲート中央に誇らしげに飾られています。
ジャガーに期待されるトップスピード300kphを、ジャガーにふさわしい穏やかでスムーズなマナーで達成するために、XKR-Sの開発には空力特性の見直しが必要でした。設計面では、ピュアなラインへのこだわり以外には、たった1つの目的しかありませんでした。すなわち、「トップスピード域でも安定性が揺るがない」ということです。そのためには前後でバランスのとれたダウンフォースを発生させること、そして空気の流れをボディの上面、側面、下面にスムーズに導くことです。これを忠実に実現した結果、全体で26%の揚力低減が達成されました。
開発においては、まず始めに詳細な数値流体力学(CFD)を駆使した作業を実施し、次に風洞実験での実証プロセスの後に、さらに必要な修正が施されました。これはXKシリーズの中でも、このフラッグシップモデルのみに適用された手法です。これによって最も劇的に変化した部分は車のフロント部分です。外観が大幅に変更し、これまでよりも自己主張の強い表情になりました。新設計のバンパーの特徴は、楕円形のエアインテークの端から下へと向かうほぼ垂直のフィーチャーラインで、新型カーボンファイバー製スプリッターとロアスポイラーを支持しています。フロントフェンダーの最先端では、縦型のスロットがボディのサイドと幅が広くなったシルに沿って下向きに空気を導くため、高速走行時の方向安定性が向上しました。
前後揚力のバランスを取るために、XKR-Sでは、XKシリーズ初となるセパレートタイプのリアウィングを採用しています。カーボンファイバー製のセンターセクション付きリアウィングが追加され、リアバンパー下部に同様に取り付けられたベンチュリ構造と共に空力面での効果を発揮します。
自己主張の強い新たなXKR-Sのスタイリングは、このモデルのために選び抜かれた細部構造によって、さりげなく強調されています。エクステリアのトリムはグロスブラックで仕上げられ、ダークテクニカル仕上げが施されたバルカン社製20インチ軽量鍛造アルミホイールによってまとめられています。
XKR-Sのボディカラーは5色用意されており、そのうちの2色はモータースポーツ界でのジャガーの栄光を連想させるイタリアンレーシングレッドとフレンチレーシングブルーです。
ビスポークのスーツの裏地のように、最後の仕上げを担うのは「Jaguar」の名が入ったレッドまたはガンメタルのブレーキキャリパーです。
パフォーマンス／パワートレイン
· 数々の受賞歴に輝く、ルーツ式ツインボルテックス・スーパーチャージャー付きオールアルミニウム製AJ-V8ユニットの第3世代。
· 燃料供給マップの見直しにより、出力550PS、トルク680Nmにそれぞれ増加。
· スプレーガイド式直噴機構により、正確に測定された一定量の燃料がシリンダーヘッドに150barの圧力で噴射。
· 4本のクラムシャフト全てに毎秒150回超の作動レートを持つ可変タイミングシステムを採用。
XKのチーフプログラムエンジニア、ラス・ヴァーニーは次のように説明しています。「私たちが代々継承してきたアルミニウム構造の性能と利点が、XKR-Sで最大限に引き出されています。車のあらゆる特性を向上させた結果、サーキット走行が可能な製品が世に送り出され、ドライバーが思わず笑みを浮かべてしまう状況が創り出されました」
XK120に搭載され幾多の記録を打ち立てた直列6気筒ユニットを始め、発売当時、XJ12を世界最速の4ドアモデルにしたスムーズさで定評あるV12エンジンに至る、驚異的なエンジンの数々は、ジャガーのロードカーとレーシングカーの両面において、常に力強く鼓動する心臓の役割を果たしてきました。
AJ-V8エンジンはその最初の1基目が点火した瞬間から、栄光の先輩エンジン達の仲間入りを果たしましたが、今回、XKR-Sにおいて、AJ-V8はいまだかつてない性能レベルに達しました。現在、第3世代となったオールアルミニウム製4カムパワーユニットのAJ-V8エンジンは、スーパーチャージャーが搭載されたことにより、究極の性能を発揮するだけでなく、驚異的な燃焼効率の良さも実現しています。それを支えているのがスプレーガイド式直噴（SGDI）システムや、デュアル・インデペンデント可変カムタイミング（DIVCT）などの先進テクノロジーです。
燃料は、中央に取り付けられた6孔スプレーガイド式噴射システムにより、最大150barの圧力で燃焼室中央に直接噴出されます。これにより、空燃混合比の最適化と、特に低速時のレスポンス向上が図られています。さらに、圧縮比を9.1：1から9.5：1に高めることで燃費の向上を実現する一方、複数の噴射により暖機運転フェーズを減らし、触媒効率を上げたことにより、排気ガスの削減が実現しました。
4本のカムシャフトにはそれぞれ可変タイミングシステムが採用されていますが、これは従来の油圧に替わり、吸気側と排気側のバルブの動きによって発生するプラスとマイナスのトルクによって作動するシステムに変更しました。これによってオイルポンプの小型化と高効率化が実現し、燃料消費はさらに低減しました。この可変カムシャフトタイミング（VCT）ユニットは、速度域のどのポイントでも毎秒150回以上の作動レートを実現し、従来のユニットよりも最高で3倍の素早い応答速度になっています。また、段差のないスムーズな出力を提供するエンジンは、ジャガー史上で最もレスポンスの良いものになっています。
車体と同様にAJ-X8自体もアルミ構造となっており、エンジンパワーに対応する洗練性を提供すべく、鋳造スチールライナーと、クロスボルト設計のメインベアリングキャップによって補強された高圧鋳造軽量ブロックを使用しています。４バルブシリンダーヘッドの原材料にはリサイクルアルミニウムが使われているため、エンジン製造過程での環境負荷も低減しています。
シリンダーのVバンク間にはルーツ式ツインボルテックス・スーパーチャージャーと2基のインタークーラーが置かれていて、これがXKR-Sの急激な加速を提供するのに大きな役割を果たしています。この第6世代強制吸入ユニットは、先代よりも熱力学的に20％も改善されています。一方、インタークーラーは専用の水冷サーキットが加圧空気の温度を下げることで、出力と効率の最適化が図られています。
これらの新システムは、標準のXKRに比べ、40PSと55Nmの性能アップを比較的容易に実現しました。エンジンの燃料供給特性のマッピングを再度行ない、アクティブエグゾーストシステムを利用して排気ガスの流量を増やすことで、5.0リッターV8エンジンの出力は550PS、680Nmにまで引き上げられました。その結果、ジャガーがこれまでに製造したロードカー向けエンジンの中でXKR-Sは最もパワフルなユニットとなり、0-60mph（96kph）の加速が4.2秒、時速300kmの壁も容易に突破したのです。
興奮をかき立てる“パフォーマンス”アクティブエグゾーストシステムは、スリリングなモータースポーツ仕込みのサウンドを発生することで、走りを追求するドライバーに聴覚面でも楽しませてくれます。
ハンドリング
· 信じられないほど軽量（車両重量1,753kg）かつ極めて高いねじり剛性（28,400N/°）

· 新開発のアルミニウム製フロントナックルにより、剛性が0.13°/kNアップ

· 前後スプリングレートは28%増加
· 新設計のバルカン社製20”ホイールとピレリ社製P-Zeroタイヤにより、バネ下重量を4.8kg削減
· 再プログラムしたスタビリティコントロール用ソフトウェアにより、上級ドライバー向けにシステムを最適化
· ジャガーハイパフォーマンス・ブレーキングシステムを標準装備
ビークルインテグリティ担当チーフエンジニア、マイク・クロスは次のように述べています。「この車は高性能ジャガーに求められるすべてを包括しています。ウエールズ地方の濡れた（カーブの続く）Bロードにおいても、ニュルブルクリンクでのサーキット走行と同じように高性能かつ正確でエキサイティングな走りを楽しめます。タイヤの動きや、ハンドル操作、停止・発進時に車との一体感をより味わえるように、レスポンスの遅れは最小限に抑えられています」
ジャガーは量産車で初めてアルミニウム構造の車を造りました。アルミの持つ低質量と高張力という特性を活かし、性能、俊敏性、低燃費、低排気の面での最大化にジャガーは取り組みました。
XKシリーズを支えているプラットフォームは車両重量1,753kgというクラス最軽量でありながら、28,400N/°の捻り剛性を持つ、クラスで最も高剛性を誇る車でもあります。基本強度のこのハイポテンシャリティのおかげで、マイク・クロス率いるジャガーのビークルインテグリティチームは、XKR-Sが持つ動力学的特性を、洗練性を犠牲にすることなく極限にまで高めることができました。スポーティーな軽快感とラグジュアリーな快適さの融合という点において、すべてのジャガーは他の追随を許しません。その中でもXKR-Sは、ジャガー史上で最もドライバーに重点を置いたモデルです。
前後サスペンションステムは、アルミニウム構造の強固な基盤を出発点に、さらなる改良が加えられました。ダブルウィッシュボーン式フロントサスペンションは、新型アルミニウム製ステアリングナックルの採用によって改良されました。これによりキャンバーとキャスター剛性は0.13 °/kNと大幅に向上し、より高いレベルでの一体感、フィードバック、正確さを得られる様に、ステアリングの精度と重み付けも変更されています。アクティブディファレンシャルコントロールのプログラムも見直され、この車の得意とする高速走行中のステアリング感度の遊びの増大と安定性、ドライバーによる制御能力についても強化が図られました。
リアサスペンションのジオメトリーも修正されました。リアホイールのステアは最高レベルの俊敏性を提供すべく最適化された一方で、スプリングレートは車の左右両側で28%高められました。ジャガーのアダプティブダンピング用の独自ソフトウェアはXKR-S用に書き直され、トータルのボディコントロールと最大トラクションおよびグリップ力を確保しています。
ホイールはバルカン社製の独特な軽量鍛造20”アルミの採用により径が拡大し、幅もフロントが9”、リアが10.5”と広くなったため、これまでよりも正確な動きと大きなグリップ力が得られます。新型ホイールには、ピレリ社のP Zeroタイヤがフロント255/35R20、リア295/35R20で装着されています。この組み合わせにより、バネ下重量は4.8kg低減し、ハンドリングとダイナミズムの両面において大きな効果がもたらされました。
ダイナミックスタビリティ・コントロールシステムは、ワイドになったタイヤの恩恵を最大限に引き出すべく見直しが図られました。Trac DSCモードでは、特定のトラクション、スタビリティそしてeDiffセッティングが適用され、スリップの閾値、ディフェレンシャルのトルク配分、システムが介在するレベルが変更された結果、XKR-Sの持つパフォーマンスとハンドリング包絡線の限界域を探る機会をドライバーに提供しています。
XKR-Sには標準装備としてジャガーのハイパフォーマンスブレーキングシステムが搭載されています。より軽量でパワフルなこのシステムは、鋳造鉄と部分的にアルミニウムを使ったモノブロックキャリパーを採用することで、パワー、スタビリティそしてフィーリングがバランス良く融合しています。ブレーキディスクはフロント380mm、リア376mmの径を持つベンチレーテッドタイプで、フェードのない繰り返し制動力を提供します。パッド表面積がフロント44%、リア31%も増加したことにより、公道でもサーキットにおいても、トータルな安心感と自信がドライバーに提供されます。124mph（約200kph）からの停止距離は、驚異的な数値を示すXKRのそれよりもさらに2.7%改善しました。
最終的に、ジャガーの名車すべてに共通する「本質的な二重性」という特性はXKR-Sにおいても実現しています。すなわち、ドライバーを伝説的に名高いドイツのニュルブルクリンク・サーキットに駆りたて、完璧な快適さと静寂さの中にありながらも、1周8分を切るラップタイムを実現する能力。そして、くつろぎの中で自宅までドライブするゆとりの二重性です。
インテリア
ジャガーの室内は、どのモデルも、常に、特別で独特な時を過ごすための空間になっています。ドライバーがXKR-Sに乗り込み、心臓の鼓動のように赤く点滅するスタートボタンに迎えられた瞬間から、すべての期待が現実のものとなります。ボタンを押すと、エンジンは豊かで深い反響音を響かせ始動し、ジャガー・ドライブ・セレクターがセンターコンソールからせり上がり、人とマシーンの絆が生まれます。
XKR-Sのインテリアは、スイッチ類に施された肌触りの良い漆黒のエボニーペイントや、センターコンソールのグロスブラック仕上げを含む多くの新たなトリム素材によって、さりげないリフレッシュが図られています。XKR-Sでは、標準装備のウッドパネルに代わり、このモデルだけに提供されるダークリニアアルミニウム仕上げをオプションとして選ぶこともできます。
本革巻の多機能ステアリングホイールも新たに追加されました。「ジャガー」の刻印が施された明るいステンレススチール製ペダルと同様に、クルマとドライバーをつなぐ美しく触れたくなるようなインターフェースの役割をこのステアリングホイールは担っています。
XKR-S独自の装備として、背部と座面のサポート機能を向上させた、ヘッドレスト一体型の新型“パフォーマンス”フロントシートがあります。このシートによって、XKR-Sが得意とする高速コーナリング時においても、ドライバーと乗員は安全かつ快適にサポートされます。座面や背中のクッション、腰や首のサポートなどを含む16ウェイ調整機能に加え、メモリー機能やヒーター機能も備えています。
XKR-Sを運転することが特別な体験であるという印象は、シートを覆う新型カーボンレザーのアクセントによって、より一層深まることでしょう。ランスブルー、レッド、およびアイボリーの細やかなパイピングとステッチングの組み合わせによる、ユニークなコントラスト効果がドライバーにもたらされます。チャコールとタン、チャコールとレッドというデュアルトーンの組みみ合わせも可能
技術仕様
	エンジン及びトランスミッション

	エンジン排気量（L)
	5.0

	エンジン排気量 (cc)
	5000

	気筒数
	8

	1気筒あたりのバルブ数
	4

	圧縮比
	9.5:1

	ボア／ストローク (mm)
	92.5/93.0

	ボア／ストローク (in)
	3.64/3.66

	最終減速比
	3.31:1

	トランスミッション
	6速オートマチック

	1速
	4.17:1


	2速
	2.30:1

	3速
	1.52:1

	4速
	1.14:1

	5速
	0.87:1

	6速
	0.69:1

	後退
	3.40:1


	性能

	0-60mph加速 (秒)
	4.2 

	0-100kph 加速(秒)
	4.4 

	0-100mph 加速(秒)
	8.7 

	100-180kph 加速(秒)
	7.6 

	最高速度 (mph/kph)
	186/300 

	最高出力 (BHP@rpm)
	542

	最高出力 (PS@rpm)
	550

	最高出力 (KW@rpm)
	405

	パワーウエイトレシオ (BHP/ton)
	309

	パワーウエイトレシオ (PS/tonne)
	314

	トルク (lb ft@rpm)
	502

	トルク (Nm@rpm)
	680

	トルクウェイトレシオ (lb-ft/ton)
	286

	トルクウェイトレシオ (Nm/tonne)
	388

	空気抵抗係数 (Cd)
	0.34


	燃費

	市街地 (mpg)
	14.9

	市街地 (l/100km)
	18.9

	郊外 (mpg)
	33

	郊外 (l/100km)
	8.6

	複合条件 (mpg)
	23

	複合条件 (l/100km)
	12.3

	燃費：市街地EPA 
	15

	燃費：ハイウェイEPA
	22

	複合条件 (米国 mpg)
	17

	燃料タンク容量 (L)
	71.0

	NEDC ,CO2 総排出量(g/km)
	292


	寸法

	ホイールベール (in)
	108.3

	ホイールベース (mm)
	2752

	フロントトレッド(in)
	61.4

	フロントトレッド(mm)
	1560

	リアトレッド(in)
	63.3

	リアトレッド(mm)
	1608

	全長 (in)
	188.7

	全長 (mm)
	4794

	全幅：ミラー除く (in)
	74.5

	全幅：ミラー除く (mm)
	1892

	全高 (in)
	52.0

	全高 (mm)
	1312

	最小回転半径(m)
	10.9


	重量

	EU: 車両重量 (lbs)
	3865

	EU: 車両重量 (kg)
	1753

	米国: 最軽量重量 (lbs)
	3968

	車両総重量 (kg)
	1800


すべてのデータはメーカーによる独自テストに基づいたものであり、変更される可能性のあるものです。
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